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○池田委員長　この際、本案に対し、岡本充功君外二名から、民主党・無所属クラブ、自由民主

党・無所属の会及び公明党の三派共同提案による修正案が提出されております。

　提出者より趣旨の説明を聴取いたします。岡本充功君。

　　　　―――――――――――――

　国民年金法等の一部を改正する法律等の一部を改正する法律案に対する修正案

　　　　〔本号末尾に掲載〕

　　　　―――――――――――――

○岡本（充）委員　ただいま議題となりました国民年金法等の一部を改正する法律等の一部を改

正する法律案に対する修正案につきまして、民主党・無所属クラブ、自由民主党・無所属の会及

び公明党を代表して、その趣旨を御説明申し上げます。

　修正の趣旨は、平成二十四年度から税制の抜本的な改革により所要の安定した財源の確保が

図られる年度の前年度までの各年度について、三六・五％の国庫負担割合に基づく負担額と二

分の一の国庫負担割合に基づく負担額との差額に相当する額を、必要な税制上の措置を講じた

上で国庫の負担とするよう、必要な法制上及び財政上の措置を講ずるものとすることであります。

　何とぞ委員各位の御賛同をお願い申し上げます。

○池田委員長　以上で修正案の趣旨の説明は終わりました。

　　　　―――――――――――――


